










4.考察と要約 

排卵誘発例の妊娠経過では,平均流早死産率は高いとはいえず,clomi phene と HCG の併用

投与例では死産率はやや高かったが,個々の症例を検討すると排卵剤と死産との間に直接

の因果関係があるとは断定できなかった。また流産率については,54 年からは排卵誘発例

において可及的に prospective な調査方法を取り入れたものの,53 年までは入院患者を対

象とした retrospective な方法が主で,妊娠初期の流産例を対象に取り得なかったため,排

卵誘発例および対照群とともに,とくに対照群において低い値を示したものと考えられる。 

正期産の新生児体重,身長および胎盤重量はいずれも正常範囲にあったが,clomiphene 単

独投与例では男児の出生率が多数を占めていたことは注目に値する。 

未熟児出生率は平均してやや高く,とくに clomiphene と HCG の併用投与例では明らかに高

い値を示した。また単胎未熟児出生率は対照群とぼとんど差のないことから,未熟児出生率

の高い原因として多胎妊娠の発生率の高いことが考えられる。 


